戀 YAMAHA 


ホームシアターヴウンドシステム 

TSS-1 已 


(アンプユニット XI 、フ □ント/センター スピーカー X 3、 
サラウンド スピーカー X 2、 サブ ウーファー X 1) 


取巧説明書 





ヤマノ V ホームシアターヴ ウンドシステム TSS -1 己をお買 
い上げいただきまして、まことにありがとラございます。 
■本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、永年支 
障なくお使いいただくために、ご使用前にこの取扱説 
明書と保証書をよ<お読みください。お読みになった 
あとは、保証書と共に大切に保管し、お要に応じてご 
利用 < ださい。 

■保証書は、「お買上げ曰、販売店名」などの記入をおず 
確かめ、販売店からお受け取り <ださい。 


保証書別添付 


ヤマ八では、製品をご購入いたださましたお客様へのヴ 
ポート. ヴ— ビスの 充実を図るため、「お宮様登録」をお 
願いしてお0まず。 

じ(下のシネマステーシヨンホームぺージからご登録ください。 

http://www.CinemaStation.com 

上記 URL か日、「日本>ユーヴー登録」へお進みください。 


























































ま全上のごま意 


正しく安全にお使いいただくため、ご使用前に必ずお読みください。 


この r を全上のごを意」に書かれている巧客には、お客様が購入された製品に含まれないものも記載されています。 


絵表示について 

この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正し < お使いいたださ、あなたや他の人々への危害や財産への損 
害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解してか5本文をお読みください。 


給表示の例 

気をつけなければならない内容を 
表しています。 

たとえば成は r 感電注意」をおし 
ています。 


0 


し口まいけなし)行為を表していま 
ず。 

たとえば®は r 分辭禁止」を示し 
ています。 


必ずしなければならない行為を表 
しています。 

たとえば®は r 電源プラグをコンセ 
ントから巧くこと」を示しています。 


A1 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死亡または重傷を負う可能性び想定さ 
— 1 れる内容を术していまず。 

运 

プラグを抜く 

下記の場合には、ずぐに電源を切り、電源プラグをコンセントか 5 抜く。 

•異常なにおいや音びする。•煙び出る。 

-内部に水や異物び湿入した。 

そのまま使用すると、火災や感電の原因となります。 

を 

電源コードを傷つけない。 

-重いわのを上に載せない。 -ステープルで止めない。 -加工をしない。 

. 熱器具には近づけない。 - 無理な力を加えない。 

芯線びむを出しのまま使用すると、火災や感電の原因となります。 

唆） 

水めれ禁止 

本機を下記の場所には設置しない。 

-浴室•台所•海岸•水辺 -加湿器を過度にさかせた部屋 

•雨や雪、水びかかるところ 

水滴の混入により火災や感電の原因となります。 

(S) 

接触禁止 

雷がなりはじめた 5 電源プラグには触れない。 

感電の原因となります。 

分解禁止 

分解•改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けない。 

火災や感電の原因となります。 

修理 • 調整は販売店にご依頼ください。 

A 

ま意 

長時間使用したとき、本機が発熱して高温になることがありまず。 

高温になったとをには、電源を入れない状態でしば 5 く放置してください。 

0 

禁止 

放熱のため本機を設置ずる際には： 

-巧やテーブルク□スをかけない。 -あおむけや横倒しには設置しなし、。 

-通気性の悪い狭いところへは押し込まない。 

本機の内部に熱びこちり火災の原因となります。 



















巧夕^"^ この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人び死亡または重傷を負ラ可能性び想定さ 

么 • 1 1 れる巧容を术していまず。 

0 

禁止 

電池を巧電しない。 

電池の破裂や液われにより火災やけびの原因となります。 

Q 

禁止 

電池か 5 もれ出た液には直接 @6 れない。 

液び目や口に入ったり、皮膚についたりした場合はすぐに水で洗い流し、医師に相談し 
て < ださい。 


〇 

必ず行ラ 

リチウム電池はお子様の手の届かないところに保管してください。 

誤って飲み込んだ場合は、すぐに医師に相談してください。 


〇 

必ず行ラ 

本機を落としたり、本機び破損した場合には、必ず販売店に点検を巧頼して 
<ださい。 

そのまま使用すると火がや感電の原因となります。 


〇 

必ず行ラ 

必ず AC 100 V (日 0/60 HZ ) の電源電圧で使用ずる。 

それ！;^かの電源電圧で使用すると、火災や感電の原因とな0ます。 


〇 

必ず行ラ 

電源プラグのゴミやほこりは定期的にとり除く。 

ほこりびたまったまま使用を続けるとプラグびショートして火がや感電の原因となり 
ます。 

0 

禁止 

本機の通風孔にらのを入れない。 

乂災や感電の原因とな0ます。 

0 

禁止 

本機の上には、花瓶•植木鉢•コップ•化粧品•薬品•□ウソクなどを置かない。 

-水や異物び中に入ると、火災や感電の原因とな0ます。 

•サブウーファーの振動によ0ちのび落下してけびの原因とな0ます。 

-接触面び経年変化を起こし、本機の外装を損傷する原因とな0ます。 


〇 

必ず行ラ 

スピーカーケーブルは必ず壁等に固定する。 

ケーブ J レに足や手を弓1っかけるとスピーカーび転落 '落下し、故障したり、けびの原因と 
なります。 


〇 

必ず行ラ 

取付け後は必ず安全性を確認ずる。 

また、定期的に落下の可能性びないか安全点検を実施してください。 

取付け箇所、取付けち法の不備による事故等の責任は、一切負いかねますのでご了承く 
ださし、。 
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; す この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷善を負う可能性び想定される内容お 
/ • よび物的損傷のみの発生び縮される内容を示していまず。 

を 

不安定な場所や振動ずる場所には設置しない。 

本機び落下や転倒してけびの原因となることびあります。 

を 

直射日光のあたる場所や温度が異常に高くなる場所(暖房機のそばなど）に 
は設置しない。 

本機の外装び変形したり巧部回路に悪影響び生じて、火災の原因となることびありま 
す。 

〇 

必ず行ラ 

再生を始める前には、音量(ボリューム)を最小にずる。 

突然大きな音び出て聴力障書等の原因となることびあります。 

を 

プラグを抜く 

長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコンセントか5抜く。 

火災や感電の原因となることびあります。 

城れ手禁止 

めれた手で電源プラグを抜さ差ししない。 

感電の原因となることびあります。 

を 

電源プラグを抜くときは、電源コードをひっぱ5ない。 

コードび傷つさ、火災や感電の原因となることびあります。 

處 

プラグを抜< 

移動をするときには、本機(または接続機默の電源スイッチを切り、ずべて 
の接続をはずず。 

•接続機器び落下や転倒してけびの原因となることびあります。 

-コードび傷つき火災や感電の原因となることびあります。 

を 

長時間音が歪んだげ態で使用しない。 

スピーカーび発熱し、火災の原因となることがあ0ます。 

を 

大きな音で長時間へッドホンを使用しない。 

聴力障書の原因となることびあ0ます。 


iii 












C 牛この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人び傷善を負ラ巧酷住び想定される内容お 
/ 1 よび物的損傷のみの発生び紙される牆を示していまず。 

〇 

必ず行ラ 

電池は極性表示(プラス©とマイナス©)に従って、正しく入れる。 

間違えると破裂や液もれにより火災やけびの原因となることびあります。 

を 

指定 W 外の霞也は使用しない。また種類の異なる霞也や新しい載也と古い電 
池をいっしょに混ぜて使用しない。 

破裂や液ちれによ D 火がやけびの原因となることびあります。 

を 

電池と金属片をいっしょにポケットやバッグなどに入れて携帯、保管しな 
い。 

電池びショートし破裂や液ちれにより火災やけびの原因となることびあります。 

を 

電池を加熱•分解したり、义や水の中へ入れない。 

破裂や液われによ0火災やけびの原因となることびあります。 


ほこりや湿気のをい場所に設置しない。 

ほこ0の堆積によ0ショートして、火災や感電の原因となることびあ0ます。 

處 

プラグを抜く 

手入れをずるときには、必ず電源プラグを抜いて巧う。 

感電の原因となることびあります。 

A 

ま意 

本機はデジタル信号を扱いまず。他の電気製品に障喜をあたえるおそれがあ 
りまず。 

それらの製品とはでさるだけ離して設置してくださし、。 

〇 

必ず行ラ 

必ず付属の専用 AC アダプターを使用ずる。 

付属の専用 AC アダプター外の使用は、火災や感電の原因となることびあります。 

〇 

必ず行ラ 

電源プラグを確実にコンセントの根もとまで差し込む。 

差し込みび不充分のまま使巧すると感電したり、プラグにほこりび堆積して発熱や火災 
の原因となることびあります。 
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; す この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷善を負う可能性び想定される内容お 
/ • よび物的損傷のみの発生び縮される内容を示しています。 

を 

電源プラグを差し込んだときゆるみがあるコンセントは使用しない。 

感電や発熱•火災の原因となることびあります。 

を 

持ち運ぶときにはサブウーファーのポート(側面開口部）に手をかけない。 

ポートびはずれたり、本機を落としたりして、けがの原因となることびあります。 

を 

サブウーファーのずぐ横には割れやずいものなどを置かない。 

サブウーファーからの空気圧により倒れた0落ちた0して、けびの原因となることびあ 
ります。 

を 

薬物厳禁 

ベンジン • シンナ…合成洗剤等で外装をふかない。また接点復活剤を使用し 
ない。 

列装び傷んだり、部品び溶解ずることびあ0ます。 

A 

ミち意 

フ□ント及びヴラウンドスピーカーを設置ずる際は、政下のことに注意する。 

•壁に取り付ける場合、くぎなどの抜けやすいわのは絶対に使用しないでください。 

.薄いベニヤ板の壁や柔5かい壁には取り付けないでください。 

〇 

必ず行ラ 

センタースピーカーを設置ずる際には、付属の固定テープを使用して確実に 
固定ずる。 

固定テープを貼る場所のほこりやよごれを取り除いてください。また、固定テープの粘 
着面に觸れないでください。粘着力の低下により、スピーカーび落ちて、けがの原因とな 
ることがあ0ます。 

0 

禁止 

センタースピーカーを設置ずる際には、スピーカーの底面積より狭い場所や 
傾斜のある場所には設置しない。 

スピーカーび落ちて、けびの原因となることびあ0ます。 

處 

プラグを抜く 

移動ずる場合は、電源を切り、電源コードをコンセントか日巧き、接続コード 
を外してか5行ってください。 

落ちたり倒れたりして、けびの原因となることびありまず。 

〇 

禁止 

本機に乗ったり、ぶ5下がったり、寄りかかったりしない。 

転倒したり破損したりして、けがの原因となることがあ0ます。 
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A 注意 


この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人び傷善を負ラ巧酷住び想定される内容お 
よび物的損傷のみの発生び想定される内容をおしていまず。 


A 

ま意 


年に一度く5いは内部の掃除を販売店にご依頼ください。 

ほこ0びたまったまま使用を続けると、火災や故障の原因となることびあります。 


0 

禁止 


車に搭載して使用しない。 

本機は家庭内で使用することを目的としてつく 5れています。カーオーディオ巧として 
は使用でをません。 
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特長 


目;夕 


準備 

特胃 . 

付属品を確認ずる ... 

リモコンを華備ずる . 

各部の名称とはた5を . 

設置について . 

接続のしかた . 

外部機器とのつなぎかた . 

スピーカーの つなぎかた . 

電源コードのつなぎかた . 

スピーカーの 音量レベルを調節ずる 

テストトーンで調節ずる . 

バーチャルサラウンドのスピーカー音量を調節する 


操作 

音声を再生ずる .. 

基本操作.….………… ..................... 

シネマ DSP 音場を楽しむ ....... 

その他の再生モードで楽しむ . 
ソースの音青を忠実に再現ずる 

ナイトリスニング . 

サイレントシネマ . 

バーチャルサラウンド . 


その他の情報 

故障かな？と思った5 . 

語解説. .. 

がよ仕様. ..... 

ヤマ八ホットラインヴービスネットワーク 



□ TS および DTS デジタルサラウンドはデジタルシアターシ 
ステムズの登録商標です。 


巧 

AAC 


AAC □ゴマークはドルビーラボラト U - ズの 
商標です。 

ソ下はパテントナンバーです。 


08/937,950 

已,633ぶ 8] 

巳，227,78目 

5.299.239 

5848391 

5 297 236 

己，28日,498 

5,299,240 

5,291,557 

4,914,7日1 

己，481,614 

5,197,087 

5,451,954 

日ぶ3己日 7] 

巳，巳目と已84 

5,490,170 

已400 433 

日7/64日，巳巳日 

己781,88目 

己264,846 

日.222,18日 

5,579,430 

日目/日39.478 

己268,6目日 

已,3巳ス日94 

08/678,666 

08/21 1,547 

5,375,189 

5 752 225 

98/03037 

己，703ぶ日白 

5,581,654 

5,394,473 

日7/日挑7已 

08/557,046 

Q 日-183,98目 

5,583,962 

97/02874 

日目/8目4.844 

5,548,574 

5,274,740 

98/03036 

5,299,238 

08/506,729 


• 映画館の臨場感をホームシアターで！ 

映画館で昧わうような迫力と臨場感あふれる已 .1 チャンネ 
ルオーディオの音場を、 TSS -1 曰 ホー ムシアターサウンド 
システムでお楽しみください。 

• ドルビーデジタル、ドルビープ□□ジック II 、 
DTS デコータ‘一、さ S に AAC デコータ‘一を搭載 

本システムは□□占 OLBY SURMUND し□□应または F 巧-フ—ク 
のついたソフトの音場を再現します。また、通常のステレ 
才音声を サラ ウンドで再現することもできます。 

さ5に AAC デコーダーの搭載により、巨 S デジタル放送な 
どの已 .1 チャンネル音声もお楽しみいただけます。 

• サイレントシネマ 

へッドホンをお使いの場合でも、サイレントシネマ機能に 
よる仮想サラウンドの音場をお楽しみいただけまず。 

• バーチャルサラウンド 

フ□ント/センタースピーカーとサブウーファーだけでち 
仮想サラウンドの音場を楽しめます。 

さ5にサラウンドスピーカーを追加すれば、より迫力のあ 
る音をお楽しみいただけまず。（サラウンドスピーカーから 
はフ□ントスピーカーと同じ音び出ます。） 


■ 本書の記載について 

• :かヒントは操作上のアドバイスなど補足的な説 
明です。 

参本書では、本体と U モコンのどちらでち操作でさ 
る場合は、リモコンでの操作を中むに記載してい 
ます。 

参本取扱説明書は製品開発に先びけて印刷されてお 
ります。その後、操作性の向上、その他の理由に 
より、製品仕様の一部び変更となることびありま 
す。その場合は製品自体の仕様び優先されます。 
参説明の便宜上、文中のイラストや名称等び実際の 
製品や捆包箱等と異なる場合びあります。 

Active Servo 

サブウーファーは豊かな重低音を再生するヤマ八アクティ 
ブヴーボテクノ□ジーを搭載しています。 

SILENT ™ 

CINEMA 

「サイレントシネマ / SILENT CINEMA 」 はヤマ八株式芸社 
の登録商標です。 


QD-Bass 

サブウーファーは、キャビネット底面のピラ S ッド型拡散 
板により水平4方向に低音成分を効率よく放射する" QD - 
巨 ass テクノ □ジー"を探用しています。 


□□ [pOLBYj 

DIGITAL 

ドルビーラボラトリーズからの実施権により製造されてい 
ます。「ドルビー」、 TPR 日 LOG に」およびダブル□記号 □□ 
は、ドルビーラボラトリーズの商標です。 


準備ずる 


122358 P -01223 


操作ずる 


44已巨6777 
1111—1111 
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付属品をお認する 


同捆されてし^る付属品を確認してくたさい。 


リモコン 


〇 

巧 

a ^ 

10 0 0 

sJ 

麼) 

盈霞袋 
000 

Q 

& 

〇 

1の® •を 



k &YAMAHA , 


AC アダプター 
( LSE 9802 B 1 已 40) 



電源コード 



固定テープ 滑止パッド 

(センタースピーカー用： （1 セット： 24個） 
1セット） 



ステレオピン 光ファイバー 

ケーブル ケーブル 



スタンド 

(アンプ ユニッ ト用） 



ネジ （2 本) 



リモコンを準備する 


拖縁用シートをゆっくりと引さ抜く 



絶縁用シート 


U チウム電池はあ5かじめ U モコンに入っています。 
絶縁用シートを引さ抜いてご使用ください。 


電池が消耗したときは交換してください 

電池び消耗すると、 U モコンを操作でさる距離び極端に短 
くなります。このような場合は、新しい U チウム電池に交 
換してください。交換のしかたは]吕ページをご覧くださ 
い。 


ま意 


電池の取り扱いを誤ると火事や爆発などの原因になることびあ 

りますので、十分ご注意ください。 

• 電池を分解しないで<ださい。 

• 新しい電池に交換するとさはプラスとマイナスを逆にしない 
でください。火事令爆発の原因になることびあります。 

• U チウム電池や、電池の入った U モコンを直射日光び当たる 
所など温度び上昇する場所に置かないでください。 

• 電池を充電しないで<ださい。 

• 電池を交換するとをは、必ず1」チウム電池 CR 2 日2日をご使 
用 < ださい。 

• 電池はお子さまの手の届かないところに保管してください。 
あやまって飲み込んだりした場合は、大至急医療手当てを 
行ってください。 

• 電池を捨てるとさは必ずテープなどにくるみ、お住いの地方 
自治体で定める規則に従って破棄して<ださい。火のなかに 
は絶巧に入れないでください。 

• 電池び液漏れをした場含はただちに電池を破棄し、漏れた液 
にふれたり、巧類などに付着しないよラにしてくださし、液 
にふれるとやけどをすることがあります。やけどをした場合 
はただちに水で洗い流し、医療手当てを受けてください。 
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る部のち觀とはた 6 を 


■アンプ ユニット （フ□ントパネル) 



〇音量/モードインジケーター 
音量表示 モード表示 






□□ Pro Logic n 


AAC 

DTS 

□□ Digital 

主/副 

ム " ビ-ミ 

i ユ-ジック 

才-卜 

H 

02 

03 

04 

〇已 

06 

〇7| 

L?_ 

-4 

-2 

0 

+ 2 

+4 



レベル表示 


音量インジケーター]〜7は音量やレベルを表おします。 
最大の音量にすると、1〜7すべてのインジケーターび点 
灯します。 

インジケーター(1〜 7) にはもう一つ機能びあり、入力した信 
号の種類や選択したモードによって次のよラに点灯します。 

1 AAC (アドパンストオーディオコーディング） 

AAC 信号を入力すると、このインジケーターと7(オート） 
び点灯します。シネマ DSP プ□グラムを選ぶと、7(オー 
卜）は消巧します。 

2 DTS 

□ TS 信号を入力すると、このインジケーターと7(オート） 
び点灯します。シネマ DSP プ□グラムを選ぶと、7(オー 
卜）は消灯します。 

3 □□ Digital 

ドルビーデジタル信号を入力すると、このインジケーター 
と7(オート）び点巧します。シネマ DSP プ□グラムを選ぶ 
と、7(オート）は消なします。 


4主/副 

巨 S / 地上波デジタル放送 ( AAC 方式)でを音声イン)/ 
副音青(サブ)の音声びある場合には、リモコンの多重音声 
ボタンを押して、ま音声(ま)、副音声福1」）を選ぶことびで 
さます。を音青を選ぶとインジケーターび緑で点灯し、副 
音青を選ぶとホく点巧します。ま/副両音青を選ぶとイン 
ジケーターは消巧します。 

已ムービー 

Dolby Pro Logic II MOVIE モードを選ぶと点灯します。 

色 5ュージ ック 

Dolby Pro Logic II MUS にモードを選ぶと点灯します。 

7才ート 

オートモードを選ぶと点灯します。 AAC 信号、 DTS 信号ま 
たはドルビーデジタル信号び入力されると、インジケー 
ター1、2または3をそれぞれ点なします。「ソースの音声を 
忠実に再生する」 （ 1目ページ)をご覧ください。 

©入力切換1〜4インジケーター 

選択した入力 （ U アノてネルの入力端テの〜囚)のインジケー 
夕一び点巧します。 

0 ナイト U スニングインジケーター 

ナイト U ス ニン グ モー ドを選ぶと点灯します。 

〇 CINEMA DSP キー 

シネマ DSP 音場プ□グラム（ムービー/ミュージック/ス 
ポーツ/ゲーム)を選びます。お好みの CINEMA DSP キー 
を押すと点灯します。 

r シネマ DSP 音場を楽しむ」 （ 1已ページ）をご覧ください。 

@モードキー 

キーを押すたびに 、 Dolby pro L 日 gic II ムービー 、 Dolby 
Pro Logic II ミュージック、オートの順でモードび変わ0 
ます。（オートモードにするとドルビープ□□ジック II デ 
コーダーびオフになります。） 

「ソースの音声を忠実に再現する」 （1 目ページ)をご覧ください。 
モードキーを押すと、シネマ DSP 音場プ□グラムはキャン 
セルされます。 

〇入力切換キー 

キーを押すたびに入カソース （ U アノ くネルの入力端テ田〜 
のに接続した機器)を切誓えます。選択した入力切換イン 
ジケーターび点灯します。 

〇電源 キー 

キーを押すごとに、アンプユニットをスタンバイ状態から 
電源オンに（またはその逆に)切誓えます。電源をオンにす 
ると電源キーび点灯します。 

ぶ ヒント 

スタンバイ状態では、 U モコンからの赤外線信号を受信するた 
めに、か量ながら電力を消費します。 

© 音量ツマ S 

ちに回ずと音量び大きくなり、左に回すとかさくなります。 
現在の音量びインジケーター （ 1〜 7) の点阿で表示されます。 

© リモコン受光窓 

付属 U モコンからの信号を受信します。 

⑩〇 SILENT CINEMA 端子 

へッドホンを接続する端子です。サイレントシネマ機能で 
お楽しみいただけます。へッドホンを接続しているときは、 
スピーカーか5出力される音量び下び0ます(約目日 d 巨）。 


準備ずる 
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■ u モコン 



約 6 m む內 


アンプユニットのリモコン 

B に向けて ご使用くだ 


リモコンの取り扱いについてのごま意 

• 水やお茶をこぼしたり、落としたりしないでください。 

• 下記のよラな場所には置かないよラ、ごミ主意ください。 
ーストーブのそばや風呂場など、温度•湿度の高いところ。 
-ほこりの多いところ。 

-極端に寒いところ。 


ぶ- ヒント 

スタンバイ状態では、 U モコンか b の赤が線信号を受信するた 
めに、少量なびら電力を消費します。 

© モー ド キー 

キーを押すたびに 、 Dolby Pro Logic II ムービー 、 Dolby 
Pro Logic II ミュージック、オートの順でモードび変わ0 
ます。（オートモードにするとドルビープ□□ジック II デ' 
コーダーびオフになります。） 

r ソースの音声を忠実に再現する」 （ 16ページ)をご覧くださ 
い。 

モードキーを押すと、シネマ DSP 音場プ□グラムはキャン 
セルされます。 

0 CINEMA DSP キー 

シネマ DSP 音場プ□グラム（ムービ ー/ ミュージック/ス 
ポーツ/ゲーム)を選びます。お好みの CINEMA DSP キー 
を巧すと、アンプ ユニッ トの CINEMA DSP キーび点灯し 
ます。 

r シネマ DSP 音場を楽しむ」 （ 1已ページ)をご覧ください。 

〇音量 +/— キー 

一を押すと音量びルさくなり、十を押すと大きくなります。 
現在の音量びアンプユニットのインジケーター （1 〜 7) の点 
灯で表术されます。 

0 消音キー 

一時的に音声を消したいとさに押します。わ ラー度キーを 
押すとわとの音量に戻0ます。消音状態では、アンプユ 
ニットの音量インジケーターび点滅します。 

〇スピーカー レベル+/— 

センター、サラウンドスピーカーとサブウー ファーの 音量 
を調節して、香スピーカー間の音量バランスを最適にしま 
す。 



〇電源 キー 

キーを巧すごとに、アンプユニットをスタンバイ状態か5 
電源オンに（またはその逆に)切誓えます。 


©ナイト U スニングキー 

ナイト U スニングモードをオン/オフします。アンプユ 
ニットのナイトリスニングインジケーターび点なします。 
「ナイト U スニング」(:] 7ページ)をご覧ください。 

© テスト キー 

スピーカーか5テスト!-ーンを鳴5すとさに押します。テ 
スト I -ーンは各スピーカー間の音量バランスを調節するの 
に役立ちます。音量を調節するには音量十/ーキーを使い 
ます。 

©を重音声キー（主音声/副音声を切り曾える） 

巨 S / 地上波デジタル放送などの AAC 信号で使われている、 
モノラルニ重音声入力時に、本機が出力ずる音声(を音青/ 
副音青)を選択します。 

ぶ ヒント 

• 入力びモノラルニ重音靑政がの場合、多重音靑の設定は出力 
に影響しません。 

• 主音声または副音声を選択している場含、ドルビープ □□ 
ジック II は選択でをません。 

⑩入力切換キー（1、2、3、 4) 

入カソース （ U アパネレの入力端テの〜困に接続した機器) 
を選びます。アンプユニットの入力切換インジケーターび 
点灯します。 


■ U モコンの使用について 
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設置について 


システム構成 

本システムは政下の製品で構成されています。 


アンプユニット X 1台 


0 フ□ントおよびセンタースピーカー 
(3 m コード付き） X 3台 

^ サラウンドスピーカー (1 日 m コード付き） X 2台 


サブウーファー X 1台 


各 スピーカーの 役割 

サラウンド再生の場合、フ□ントスピーカー(ち、左）はメ 
インチャンネルからのメイン音青信号を再生します。また、 
サラウンドスピーカー(ち、左）はサラウンドチャンネルか 
5の効果音等を再生し、センタースピーカーはセンター 
チャンネルか5の音青信号(人物の尝話など)を再生します。 
サブウーファーは低音補強用として、フ□ント、サラウン 
ド、センターの各チャンネルか5の低域成分のみを集め再 
生します。また、ドルビーデジタルや DTS 再生の場合、ヴ 
ブウーファー ( LFE ) チャンネルからの特殊低域効果音など 
ち再生します。 

スピーカーの配置 

スピーカーの配置は、システム全体の音質に大さく影響し 
ます。下記の説明にしたびい、各スピーカーを適切な位置 
に設置してください。 

ぶ！ ヒント 

フ□ント/センター/サラウンドスピーカーは壁に掛けること 
ちでさます （6 ページ)。 


フ□ントス ピーカー 

従来のステレオ再生と同様に、左ちのスピーカーを U スニ 
ングポジションか5等距離に設置します。テレビ（モニ 
ター)を設置している場合は、テレビ(モニター)か5かし離 
れた左側とち側に設置してください。 

サラウンド スピーカー 

リスニングポジションよりも後方、または部屋の両ヴイド 
に設置します。お部屋の状況に合わせて、床や棚に置いた 
り、壁に掛けることもできます。 

センタースピーカー 

左ちフ□ントスピーカーの間(各フ□ントスピーカーか5等 
間隔の位置）に設置します。 

媒 -ヒント 

センタースピーカーはテレビ(モニター)の上に置くこともでき 
ます （7 ページ)。 

ヴブウーファー 

サブウーファーは I 」スニングポジションの斜め前方で、安 
定した平らな固い床の上に置さます。 

ヴブウーファーの向を 

図 A のように壁に巧して正面に向けて設置すると、サブ 
ウーファーからの音と壁か5の反射音びぶつかり互いに巧 
ち消し合って聴こえにくくなるので、図 B のように壁に巧 
して斜めに設置すると効果的です。 


□ □ □ 



□ フ□ントス ピーカー 
こコサブウーファー 


A 


フ□ントス ピーカー （ち） 


テレビ(モニター)の映儘が乱れるとをには、スピーカーをテレ 
ビ(モニター)か6離して設置してください。 



•サラウンド 
スピーカー （ち） 


己 


準備ずる 






































設置について 


■ フ□ント/センター/サラウンドス 
ピーカーのち度を調整するには 


n スピーカースタンドを固定しているネジを、ス 

タンドが動く程度にゆるめます。 

* 安定性向上のため、スピーカー底面の四隅に付属の 
滑止バッドを貼り付けまず。 


H スピーカーを適切な角度に調整し、ネジを締め 

直しまず。 


EI スピーカー コー ドをスピーカースタンド裏側の 
溝と突起にはわせまず。 

左ちどち5の突起を使ってちかまいません。 



コード 


ごま意 


万び一のスピーカー落下防止のために必ずおこなってくださ 
し、。 




ミ骨 止バッド 



■ フ□ント/センター/サラウンドス 
ピーカーを壁に掛けるには 


□ 壁に巿版のタッピングネジ2本（直径 4 mm 程 

度）を取り付けまず。 


□ スピーカースタンドの穴をタッピングネジに 

引っ掛けまず。 



40 mm 


bl タッピングネジび、スピーカースタンドの巧の 
狭い部分に確実に入っていることを確認しま 
ず。 



H スピーカーの角度を調藝しまず。 

上記の「フ□ント/センター/サラウンドスピーカー 
の角度を調整するには」の手順どおりに調整してくだ 
さし、。 



巧の狭い部分 


巨 










































































































設置について 


ごを意 


(重要なごま意でず。がずお読みください。） 

• スピーカーの重量は1台約日.4 k 旨です。ネジを止める場所 
には、しっかりとした堅または柱を選んでください。モルタ 
ルや化粧べニア板など、はびれやすい材質の壁には取り付け 
ないでください。ネジび抜けてスピーカーが落下するとけび 
の原因になります。 

• 釘などの抜けやすいものは使用しないでください。長時間の 
使巧や振動で抜けてスピーカーび落下するとけびの原因にな 
0ます。 

-スピーカーコードを足や手に引っかけて本機を落下させるこ 
とのないよラに、コードは必ず固定してください。 

• 取り付け後はおず安全性を確認してください。 

取り付け箇所、取り付けち法の不備による事故等の責任は、 
当社では一切負いかねまずのでご了承ください。 


■ センタースピーカーをテレビ 
(モニター）の上に設置ずるには 


U スピーカースタンドを固定しているネジとワッ 
シャーを取りがしまず。 

ネジとワッシャーは紛失しないよラに保管してくださ 
し、。 



スピーカーか S スタンドを取りがし、付属の固 
定用テープをセンタースピーカー底面とテレビ 
(モニター）の上面に貞占り、確実に固定しま 
ず。 



ごま意 


-テレビ(モニター)の上面び次のよラな場合は、スピーカーを 
設置しないでください。 

一上面び傾いている。（必ず水平な面に設置してください。） 
一上面の面積びスピーカーの底面よりかさい。 

• スピーカーは防磁設計となっていますび、コンピューターの 
モニター やテレビの近くに設置すると画像び歪むことびあり 
ます。そのよラな場合は離してご使用ください。 

-テープをはびした後、接着面には軸れないでください。接着 
強度び弱< なります。 

• 固定テープを貼る部分はされいに拭いておいてください。ほ 
こりや油、水などが付着していると、テープの接着強度び弱 
くなり、スピーカーび落下する恐れがあります。 


■ アンプユニットにスタンドを取り付け 
る 

ま定性向上のため、必ずアンプユニットに付属のスタンド 
を取り付けてください。 

はじめに、スタンド底面の四隅に付属の滑止バッドを PAD 
付けます。 

巧に、スタンドの前を方向を確認し、前方の突起部をアン 
プユニットの凹部にはめ込んでか5アンプユニットにかぶ 
せ、付属のネジで取り付けます。 



準備ずる 
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接続のしかた 


アンプ ユニッ I 


AC アダプター 


電源コンセント 
(AC100V、 
50/60HZ) 







ヴラウンド 
スピーカー 
庙） 



センター 

スピーカー 



サラウンド 

スピーカー 

庙） 


圏 


サブウーファ- 


接続をおこなラ前に、接続ずるずベての機器の電源コードをコンセントか5列してください。また、付属の AC アダ 
プターは接続が完了した後でアンプユニットに接続してください。 


正しい接続のために 

. 音声信号の左端テ(白）には接続コードの白のプラグを、ち端テ(赤）には赤のプラグを接続します。 

-プラグは、しっか0差し込んでください。しっかり差し込まれていないと音び出なかったり雑音の原因とな0ます。 

-接続する機器によっては接続方まや端テ名び異なることびありますので、それぞれの機器の取扱説明書わあわせてご賣 
ください。 

-接続び終わった5正しく配線されているか、ちラー度お確かめください。 


本システムは、テレビ(モニター)やビデオ機器のビデオ信号巧入/出力端テとは接続でさません。 


ビデオデッキなど 



デジタルテレビ /BS デジタルチューナー/ 
ケーブルテレビチューナーなど 
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接続のしかた 


外部機器とのつなざかた 


接続には、お持ちの機器にあった下記の接続ケーブル(付属または市販)をご用意ください。 


防塵キャップについて 
防塵キヤップ 



光ファイバーケーブルを接 
続する場含は、デジタル入 
力光端子に付いている 
キゎップを披いてから接続 
してください。また、抜い 
たキャップは大切に保管 
し、端子を使用しない場合 
は必ずキャップを差し込ん 
で < ださい。（ほこ0など 
の侵入を防ざます。） 



レ—ャ— 


デジタルテレビ/ 
BS デジタル 
チューナー/ 

ルテレビ 
など 


DVD プレーヤー/ 
テレビゲーム機など 


の、回光デジタル入力端子 

DVD プレーヤー、テレビゲーム機、 BS デジタルチュー 
ナーなどの光デジタル出力端子と光ファイバーケーブルを 
使って接続します。田、回両方の端テに光デジタル出力端子 
のある機器を接続できます。接続した機器か5のデジタル 
音青をお楽しみいただけます。 

回同軸デジタル入力端テ 

DVD プレーヤー、 CD プレーヤー、テレビゲーム機などの 
同軸デジタル出力端子と同軸ケーブルを使って接続しま 
す。接続した機器からのデジタル音声をお楽しみいただけ 
ます。 


团アナ□グ入力端テ 

ビデオカセツトレコーダーなど、デジタル出力端子びない 
機器のアナログ音黄出力端子とステレオピンケーブルを 
使って接続しまず。 

:か- ヒント 

オーディオ出力用3.已 mm ステレオミニ端子のみを装備してい 
るパソコンなどを接続する場合は、ステレオミニプラグ/ステ 
レオピン変換ケーブルを使用して、4アナ□グ入力端子に接続 
して < ださい。 


アンプユニット背面にはビデオ入力端子がありません。アンプユニット背面に接続された DVD プレーヤーなどを再をするには、 
DVD プレーヤーのビデオ出力をテレビ(モニター）に接続してください。 

ぶ！ ヒント 

本システムでは録音、録画はできません。 


準備ずる 
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接続のしかた 


スピーカー のつなざかた 


アンプユニット背面にスピーカーを接続します。 

フ□ントスピーカー: 3m コード付を（吕台)— フ□ント窗端テ、フ□ント货端テに 1 台ずつ 
センタースピーカー: 3m コード付走 （1 台)- ►センター端モ 

サラウンドスピーカー: 10m コード付き （2 台)ー サラウンド©端テ、サラウンド麽端モに1台ずつ 
ヴプウーファー :4m コード付き （1 台)ー サブウーファー端子 


ごミ主意 


アンプ ユニッ ト背面のスピーカー端テに同捆のスピーカー仪がは接続しないでくださし、。 



フ□ント 
スピーカー 
(を） 


サラウンド 

スピーカー 

(を） 


センター 

スピーカー 


アンプユニット 


• アンプユニット背面のスピーカー出力端テは、付属のフ□ント/センター/サラウンドスピーカーおよびサブウー 
ファーの接続専巧に設計されています。これ5の端テには、絶対にイ也の AV アンプやパワーアンプなどを接続しなし、 
でください。誤動作を起こすだけでなく、アンプユニットの故障や乂災等の原因にちなります。 

-スピーカーコードは手や足にひっかけないよう、固定してください。 
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接続のしかた 


電源コードのつなざかた 


アンプ ユニッ ト背面 



家庭用電源 

コンセントに 

差し込む 


わラー度アンプユニットに接続した機器び確実に接続され 
ているか確認してください。最體に、電源コードのプラグ 
を家庭用コンセント （ 1日 0 V 、 已日/目日 Hz ) に差し込みます。 


□ 付属の専用 AC アダプターをアンプユニット背 

面に接続ずる。 

0" 付属の専用 AC アダプターに付属の電源コード 

パワーケーブルを接続ずる。 

0" 電源コードのプラグを家庭用コンセント 

(100 V 、 己 0/60 HZ ) に差し込む。 


ごを意 


-付属の専用 AC アダプターを机などの上に置く場合は、落下 
ずることのないよラ必ず固定してください。ちし落下した場 
合、アダプターや他の機器の破損だけでなく、けがをずる原 
因にちな0まず。 

• 必ず付属の専用 AC アダプターをご使用ください。他の AC 
アダプターの使用は本機の故障や火災の原因となります。 

-付属の専用 AC アダプターは、本機むがの機器に使用しない 
でください。 AC アダプターや、使用した機器の故障や火災 
の原因となりまず。 


準備ずる 











































スピーカーの 音量レベルを調節する 


テスト!-ーンを出力して、視聴位置で聞こえる各スピー 
力一か5の音の大きさび同じになるよラに調節しまず。こ 
の調節はドルビーデジタル、ドルビープ□□ジック II 、 
DTS や AAC を最良の環境で使用するために重要です。 


ごミ主意 


• ヘッドホンをつないでいると、音声出カレベルを調整できま 
せん。音芦出カレベルを調節する前に、ヘッドホンを取りは 
ずしてください。 

• ナイト U スニングをオンにしてち、テスト!-ーンの音量はル 
さくなりません。夜間に調節する場合はご注意ください。 


テスト!ンで調節ずる 


付属の IJ モコンを使って、さスピーカーの音量を調節しま 
す。 


ごミ主意 


• 調節は必ず視聴位置で行ってください。 

• システム全体の音量が低いとテスト I -ーンび聞こえないこと 
びあります。あらかじめシステム全体の音量を適量に上げて 
おいて < ださい。 



□ 電源 （ c !;/ l ) キーを巧し、電源を入れる。 

&テストキーを巧ず。 

テストトーンは、フ□ント（左）スピーカ ー- ►センター 
スピーカ一-^フ□ント（ち）スピーカー--サラウンド 
(ち）スピーカ ー- ^サラウンド(左）スピーカー-^サブ 
ウーファー...の順で巡回し、それぞれ約2.日秒間ずつ 
聴こえます。 

ぶ'- ヒント 

テストトーン出力中はち上の図のようにアンプユニットの 
CINEMA DSP キーの点巧状態により、どのスピーカーか6テ 
ストトーンが出ているかを確認でさます。 


酉ぶ/、婦/货 

□ □因因 


巧、が/ S ^ 田が、が/辟 

□□□□ □□□□ 


フ□ント（を) 


サブウーファ 

、固/庶ぃ爲/原/ 

□ □□□ 



フ□ント（ち） 


サラウンド（を） 口 < サラウンド（ち) 

ra , グ巧坤 

\心1と-/ aa-y， ク ZJ1I-7 みム 

□ □回回 


巧 f 巧、巧/ 

么-ビ- 33づ》ブ ZJ 1 I -7 \ザ I ム/ 

□ □ □ □ 

/ ( \ 


枉 調整したいスピーカーか6テスト!ンび出て 

し)る間に音量 +/- キーを巧して、ほかのス 
ピーカーの音量と同じになるよラに調節ずる。 

調節中は、テストトーンの巡回び一時停止しまず。+ 
キーまたはーキーを離してしば5くすると、再び巡回 
します。 


ぶ '-ヒント 

スピーカーの音量はアンプ ユニッ トの音量インジケーターで確 
認でさます。 


音量インジケーター 


AAC DTS □□Digital 主/副 


皿 Pro Logic n 


〇1 02 03 


04 

0 


〇5 〇6 〇7 


フ□ント(ち)、（左)スピーカーの音量は、 
音量インジケーターの日より上(上図の日 
よりち側）には設定でさません。 


調節が終わった5、ちラー度テストキーを巧 
ず。 

テストトーンび止まります。 


:、お '-ヒント 

• スピーカーの音量を初期設定 ( OclB ) に房すには、テストトー 
ン出力中にアンプ ユニッ トのモードキーを2秒間巧し続けま 
す。 

• アンプユニットの音量ツマ S をテスト I -ーン出力中に調節す 
ると、システム全体の音量を増減することびでさます。 
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バーチヤルサラウンドのスピー 
カー音量を調節ずる 


本システムにはバーチャルサラウンド機能びあり、サラウ 
ンドスピーカーなしでも已 .] チャンネルサラウンドをお楽 
しみいただけます。バーチャルサラウンドの特長について 
は、「バーチャルサラウンド」 （] 7ページ）をご覧ください。 
バーチャルサラウンドでは、次の手順でスピーカーの音量 
を調節します。 


ごま意 


• 調節は必ず視聴位置で行ってください。 

• システム全体の音量び低いとテストトーンげ間こえないこと 
げあります。あらかじめシステム全体の音量を適量に上げて 
おいて < ださし、。 



MM 電源（山/1)キーを巧してアンプユニットをス 
タンバイ状態にずる。 


a アンプユニット背面のバーチャルスイッチを 
「入」にずる。 


ごま意 


電源オンの状態でバーチャルスイッチを「入」にしてちバーチャ 
ルサラウンドになりません。おずスタンバイ状態にしてか b ス 
イッチを入れてください。 


H テストキーを巧ず。 

テスト トーンは、 フ n ント（左) スピーカー-^センター 
スピーカー- ►フ n ント（ち） スピーカ ー- ^サラウンド 
(ち） スピーカー- ^サラウンド（左） スピーカー- ►サブ 
ウーファー…の順で巡回し、それぞれ約江已秒間ずつ 
聴こえます。 


巧目赚も 4 


EJ 調整したいスピーカーか5テスト! -- ンが出て 

いる間に音量 +/- キーを巧して、ほかのス 
ピーカーと音量び同じになるように調節ずる。 

調節中は、テスト!''ーンの巡回び一時停止します。十 
キーまたはーキーを離してしばらくすると、再び巡回 
します。 

:か- ヒント 

スピーカーの音量はアンプユニットの音量インジケーターで確 
認でさます。 

音量インジケーター 


□□ Pro Logic 丑 


AAC 

DTS 

□口 Digital 

主/副 

ム-ビ-ミ 

，ュ- ジック 

才-卜 

〇1 

〇己 

〇3 

04 

〇已 

〇6 

〇7 

-6 

-4 

■2 

0 

+ 2 

+ 4 

+ 6 


フ□ント(ち)、（左)スピーカーの音量は、 
音量インジケーターの0より上(上図の日 
よりち側）には設定でさません。 


ごを意 


バーチャルサラウンドではサラウンドスピーカーの音量は調節 
でさません。 


&調節が終わった5、も5—度テストキーを巧 

ず。 

テストトーンび止まります。 


ぶ'- ヒント 

• スピーカーの音量を初期設定 ( OdB ) に戻すには、テストトー 
ン出力中にアンプ ユニッ トのモードキーを2秒間押し続けま 
す。 

-アンプユニットの音量ツマミをテスト I -ーン出力中に調節す 
ると、システム全体の音量を増減することがでさます。 


準備ずる 
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音声を再ちする 


基本操作 _ 

アンプユニットに接続した機器の音声を次の手順で再生し 
ます。 


入力切換インジケーター 



ir 電源キーを巧し、電源を入れる。 

アンプ ユニッ トの電源キーび点打します。 


H アンプユニットに接続した機器の電源を入れ 

る。 

0" リモコンの入力切換キ ー （1、2、3または 4) 

を巧して、入カソースを選ぶ。 

アンプユニットの入力切換インジケーター(1、2、3ま 
たは 4) び点灯します。 

ぶ-- ヒント 

• アンプユニット背面の入力端子田〜团と入力切換1〜4 
キーは对応しています。入力端子田に接続した磯器を 
再生するには、入力切換1キーを巧します。 

• アンプユニットの入力切換キーを何回か押して、入力 
ソースを選ぶことちでさます。 

ET 機器の再生を始める。 

再生する機器の取扱説明書をご覧ください。 

&リモコンの音量 +/— キーを巧して音量を調節 

ずる。 

アンプユニットの音量インジケーターび、0(最ル)か 
57(最大)まで点口して音量を表示します。 

媒 -ヒント 

アンプユニットの音量ツマミを左ちに回しても音量（ボ 
U ユーム）を調節でさます。 


■再生音を聴きなが!5、スピーカーの音 
量レベルを調節する 

テストトーンでスピーカーの音量を調節してあれば、十分 
にお楽しみいただけますび、再生中に各スピーカーの音量 
レベルをお好みに合わせて調節することもできます。調節 
でさるスピーカーは、サブウーファー、サラウンド/セン 
タースピーカーです。 


ご注意 


へッドホン使用時には調節できません。 （+/ —キーを巧しても 
無効です。） 

サブウーファーの音量を調節ずる 

スピーカーレベルキーのウーファー +/— キーを押ず。 

+キーを押すと音量び大きくなり、ーキーを押すとかさく 
なります。 

調節中は、アンプユニットの音量インジケータびサブウー 
ファーの音量を表示します。 

サラウンドスピーカーの音量を調節ずる 
スピーカーレベルキーのサラウンド+/—キーを押ず。 

+キーを 巧すとサラウンド スピーカーの 音量び大きくなり、 
ーキーを押すとルさくなります。左ちのヴラウンドスピー 
カー音量は同時に調節され、別々に調節することはでをま 
せん。 

調節中は、アンプユニットの音量インジケータびサラウン 
ドスピーカーの音量を表示します。バーチャル設定の場合 
は、サラウンドスピーカーの音量は表示されません。 

センタースピーカーの 音量を調節ずる 
スピーカーレベルキーのセンター +/- キーを f 甲ず。 

+キーを押すと音量び大きくなり、ーキーを押すとかさく 
なります。 

調節中は、アンプユニットの音量インジケータびセンター 
ス ピーカーの音量を表示します。 

■一時的に音声を消す（消音する） 

消音 キーを 巧ず。 

前の音量に戻すには、ちラ]度消音キーを押します。 

ぶニヒント 

. 消音中は、消音したとさのレベルの音量インジケーターび点 
減します。 

-アンプユニットをスタンバイ状態にすると、消音は解除され 
ます。 

■ アンプユニットの使用を終了ずるときは 

電源 (山/ 1)キーを押してアンプ ユニッ トをスタンバイ状態に 
して < ださい。 


ごを意 


• 本システムはヴンプ U ング周波数 48 kHz 政下のデジタル信 
号 （U ニア PCM 、 ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC ) を再生で 
をます。また、目 6 kHz の U ニア PCM 信号を再生でさますが、 
シネマ DSP 、 ドルビープ□□ジック II は機能しません。 

• DTS - 巳 D を早送りすると、プレーヤーによってはノイズが聞 
こえることびお0ます。 


14 




























































シネマ DSP 音場を楽しむ 


映画やコンサート、スポーツ中継などさまざまな再生ソースの音青を、シネマ DSP の音場プ□グラム効果でさ5に豊かに 
楽しめまず。 

再生するソースに含わせてムービー、ミュージック、スポーツ、ダームの音場プ n グラムから選んでください。 



入カ ソースが 2チヤンネルの場合 

ドル ビープ □□ジック II ムー ビーびオンになり、已チヤン 
ネルで出力されます。 

入カソースが音声を重やモノラル1チヤンネルの場合 

シネマ DSP の音場プログラム効果はかか0ません。 


U ソースを 再生ずる。 

「音声を再生する」 （ 14ページ)をご賣ください。 


a CINEMA DSP ムービー、ミュージック、ス 
ポーツまたはダームキーを巧ず。 

アンプユニットのシネマ DSP キーび点巧し、選択した 
音場プ□グラムを示します。 

シネマ DSP をキャンセルずるには 

選択している CINEMA DSP キーをちラー度押すか、モー 
ドキーを押します。 


ソースの音声をそのまま再生ずるには 

シネマ DSP の音場効果をかけずにソースの才 U ジナルサウ 
ンドを再生します。「ソースの音声を忠実に再生する」 （ 1日 
ページ）をご覧ください。 


■ シネマ DSP 音場プ□グラムについて 

シネマ DSP の音場プ□グラムの特長は次のとおりです。音場プ□グラムを選ぶときの目安にしてください。また、プ□グ 
ラム名にこだわ5ずにほかの音場プ□グラムも試していただき、再生ソースやご自分の好みに合った音場プ□グラムを選 
んで < ださい。 


音場プ□グラム 

特長 

ムービ ー 

、巧/ f 巧が 

\ム-■ピ -/ S ユづ》ク スが-ブ ザ-ム 

回己因国 

/ 1 \ 

|：][|| DOLBYSURROUND |、 y|JcL 哉其 または じ口 7—クのつし'!にソゾ ト (し最 胸な ち場フ□クフム C ず。ド 
ルビーサラウンドや DTS サラウンド、 AAC サラウンドのサウンドデヴインの魅力を損なう 
ことなく、さ 5 に豊かな音場で映画館さなび 5 の臨場感を体験でさます。 

ミュージック 
巧 、ザ/巧が 

ム-ビ- 、ュ -1 化イ ： IS - ッ 5■■ム 

□ □□□ 

ライブコンヴートホールの熱気と興奮を感じさせる音場です。 

スポーツ 

巧が 、が/坤 

i - ピ- むづけ y-b 

□ □□□ 

/ 1 \ 

場内の雰囲気や歓声に包まれてスポーツ観戦を楽しめます。 

ゲーム 

巧が が\ザ/ 

么-ピ- £1づ5"ク ス I かプ \ ク1ム/ 

□ □ □ □ 

/ 1 \ 

パソコンのゲームやテレビゲームの 3 次元的なサラウンド効果を楽しめます。 


操作ずる 
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その他の再をモードで楽しむ 


モードを才ートに設定すると、 CD などの2チャンネルソー 
スをそのまま再生したり、ドルビーデジタルやドルビープ 
□ □ ジック、 DTS 、 AA 巳で処理されたサウンドを忠実に 
再生できます。スムースで正確な音の移動など、才 U ジナ 
ルな5ではのサウンドデヴインをお楽しみいただけます。 
ドルビープ□□ジック II を選択すると、2チャンネルソー 
スを仮想的にをチヤンネル化できるので、すべてのスピー 
カーか5音を出してお楽しみいただけ 


□ ソースを再生ずる。 

「音舌を再生する」 （] 4ページ)をご覧くださし、。 

0モードキーを巧して才ート、ドルビープロ〇 

ジック II ムービーまたはドルビープ□□ジック 
II ミュージックを選ぶ。 

モードキーを押すたびに次のよラに切り誓わ0、アン 




モー ド- 

モード 

インジケーター 


す y 〇 


プ ユニッ トの モー ドイン ジケー ターび 選択した モー ド 
を术します。 





© 

- -1 CINEMA^^^J - . 

巧がが冲 

ムービーミユ ーy ツ。： wt— ツ t—u 

し〇 〇 〇 oj 

、 

^r 

卜 

◎感感 

^r 

スビー石ーレベル 

ののの。 

ウーフ，一でツサーサ5。ンド テスト 

。 Cn ； Gi ) 〇 

卜 

'〇 


の回包）贷 

A 力切 》 

[ SYAMAHA J 



才—卜 


□□ Pro Logic 丑 


AAC 

DTS 

□□ Digital 

主/副 

ム-ビ-ミ 

ミュ-ジック 

才-卜 

01 

〇 己 

03 

〇4 

05 

〇 巨 

〇7 

-已 

-4 

-2 

□ 

+ 2 

+4 

+已 


ドル ビープ □□ジック II ムービー 


□□ Pro Logic I 


AAC 

DTS 

□□ Digital 

主/副 

ム-ビ - 

01 

〇吕 

03 

〇 4 

〇已 

-6 

-4 

-2 

0 

+ 2 


06 07 

+4 +6 


ドルビープ□□ジック II ミュージック 


□□ Pro Logic 丑 


AAC 

DTS 

□□ Digital 

主/副 

ム-ビ- ミ 

ミュ-ジック 

才-卜 

01 

〇吕 

〇 3 

〇 4 

05 

〇 巨 

〇 7 

-6 

-4 

-2 

□ 

+ 2 

+4 

+已 


AAC 、 DTS またはドルビーデジタル信号を入力する 
と、モードインジケーターの AAC 、 DTS または 
□□ D 间 tal び点灯します。 


再をモード 

特長 

才ート 

ドルビープ□□ジック II デコーダーはオフになります。音楽 CD はと] 
チヤンネルで出力されます。ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC のチヤン 
ネル数は自動的に検出され、対応するスピーカーから音び出ます。 

ドルビープ□□ジック II ムービー 

映像系ソースに適しています。ビデオテープなどの音青をすべてのス 
ピーカーか5出力して楽しめます。 

ドルビープ□□ジック 11 ミュージック 

音楽系ソースに適しています。音楽 CD などの音声をすべてのスピー 
カーか5出力して楽しめます。 


設定の保持について 

-アンプユニットをスタンバイ状態にすると、そのとき選 
択されていた入力切換の設定と音場プ□グラム（または 
オート/ドルビープ□□ジック II の設定)び記憶され、次 
回電源を入れると自動的に前回の設定になります。 

-入力を切0誓えると、その入カソース （1 〜 4) で最懐に 
設定していた音場プ□グラム（またはオート/ドルビー 
プ□□ジック II の設定)び自動的に選択されます。 


ごミ主意 


モノラルソースをドルビープ□□ジック II ムービーで再生する 
と、センタースピーカーから音が出ます。フ□ントやサラウン 
ドスピーカーからは音はほとんど出ません。 


ソースの音芦を忠実に再現する 



16 























































その他の再生モードで楽しむ 


ナイトリスニング 


バーチヤルサラウンド 


大きな効果音を抑えなび5、セ U フなどははっきり聞こえ 
るよラに再生されます。夜間などル音量で再生するとさで 
わシネマ DSP などすベての音場をお楽しみいただけます。 



ナイトリスニング 


ソースを 再生ずる。 

「音声を再生ずる」 （ 14ページ)をご覧ください。 

シネマ DSP 音場プ□グラムなど、お好みの音場 
を選ぶ。 

ナイトリスニングキーを巧ず。 

アンプユニットのナイト U スニングインジケーターび 
点灯します。 

ナイトリスニングキーを押すたびに、オンとオフび切 
0誓わります。 


サイレントシネマ 



〇 SILENT CINEMA 


r- ヒント 

へッドホンを接続しているとをは、スピーカーか5出力され 
る音量が下がります(約日日 d 巳）。 

入カソースが2チヤンネルのとさ、 モー ドキーをオート（ド 
ルビープ□□ジック II びオフ）に設定した場含は通常のステ 
レオ再生になります。 


サラウンドスピーカーを使わなくても、曰.1チャンネル 
ソースを仮想サラウンド音場で再現できる機能びノ V ’ーチャ 
ルサラウンドです。お部屋のレイアウトなどか!5サラウン 
ドスピーカーを設置できない場含でを、サラウンド音場を 
お楽しみいただけます。 

アンプユニット背面のバーチャルスイッチを「入」にずるだ 
けで、バーチャルサラウンドで再生でさます。 

アンプユニット背面 



ドルビーデジタル、 DTS などのサラウンドサウンドの音場 
をへッドホンで觀似的に再現するサイレントシネマで音声 
を楽しめます。 

へッドホンを OSILENT CINEMA 端テに接続するだけでヴ 
イレントシネマモードにな0ます。 


バーチャルスイッチの切り誓えは、必ずアンプユニットをスタ 
ンバイ状態にしてから行ってください。電源がオンのときに 
バーチャルスイッチを「入」にしてち、バーチャルサラウンドに 
はな0ません。 

■ヴラウンドスピーカーを追加してバー 
チャルヴラウンドをさ!5に楽しむ 

フ□ント、センター、サブウーファーだけでちバーチャル 
サラウンドをお楽しみいただけますび、サラウンドスピー 
力一を接続し4台のフ□ントスピーカーとして使うと、迫 
力のある音を再現でさます。 

サラウンドスピーカーか5はフ n ントスピーカーと同じ音 
び出るので、スピーカーの位置を工夫することで音の広び 
りを変えることびできます。 


アンプユニッ I 


フ n ントス ピーカー （も） 
サブウーファー 



フ□ント 
スピーカー（を) 


才ートスリープ偕エネルギー機齡について 

アンプユニットの電源をオンにしたまま長時間(約24時間） 
にねたって本体や U モコンを操作しなかった場含、アンプユ 
ニットは節電のため自動的にスタンバイモードになります。 


操作ずる 
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K 障かな？とおった 6 


使用中に本システムが正常に作動しなくなった場含は、 ■ UTF の点をご確認<ださい。下記!^^がで異常び認められた場含や、 
対処しても正常に作動しない場合は、アンプユニットの電源を切り、電源プラグをコンセントか5抜いて、お買上げ店ま 
たは最寄〇のヤマ八電気音響製品ヴービス拠点にお問い合わせ、サービスをご依頼ください。 


■全般 


捆犬 

原因 

解 ミ 夫方法 

参照 

ぺージ 

電源を入れてもすぐに 
切れてしまラか、また 
はスタンバイが態に 
戻ってしまラ。 

電源プラグの接続び不完全。 

電源プラグをコンセントにしっかり差し込んでく 
ださい。 

11 

アンプユニットび落雷や過度の静電気 
など、外部からの強い電気ショックを 
受けた。 

アンプユニットをスタンバイ状態にし、電源コー 
ドを掠いて、約30秒経ってから差し込み直して、 
電源を入れて < ださい。 

- 

音び出ない。 

接続び不完全。 

接続を確認して < ださい。 

扫〜]] 


再生するソースの選択び適切でない。 

入力切換キーで正し < 選んで < ださい。 

14 



DTS インジケーターび点;嘯しているとさは、別の 
入カソースに切り替えてからをラー度をとの入力 
ソースを選んで < ださい。 

- 


スピーカーの接続び不完全。 

スピーカーの接続を確認してください。 

10 


音量び絞られている。 

音量を大きくしてください。 

14 


消音されている。 

1」モコンの消音キーまたは音量+/—キーなどを巧 
して消音を取り消し、音量を調節してください。 

14 

フ□ントスピーカームソ 
がのスピーカーか 5 音 
が出ない。 

モードキーでオートを選択している。 

CINEMA DSP キーで別の音堤プ□グラムを選ぶ 
か、モードキーでほかの再生モードを選んでくだ 
さい。 

15. 16 


ドルビーサラウンドやドルビーデジタ 
ル、 DTS にサラウンド効果の信号び 
入っていない。 

CINEMA DSP キーで別の音場プ□グラムを選ぶ 
か、モードキーでほかの再生モードを選んでくだ 
さい。 

15. 16 


サンプリング周波数 48kHz を超えるデ 
ジタル信号を入力すると、フ□ントス 
ピーカーからのみ音び出まず。 


- 

センタースピーカーか 

5 音が出ない、または 
が常にかさい音しか出 
ない。 

センタースピーカーの音量レベルび最 
ルまで絞られている。 

U モコンのスピーカーレベル(センター +) キーを 
巧してセンタースピーカーの音量を上げてくださ 
い。 

14 

ドルビーデジタル、 DTS、AAC にセン 
ターチヤンネル信号び含まれていない。 


- 

サラウンドスピーカー 
から音が出ない、また 
は非常に小さい音しか 
出ない。 

サラウンドスピーカーの音量レベルび 
最ルまで絞られている。 

U モコンのスピーカーレベル(サラウンド +) キー 
を押してサラウンドスピーカーの音量を上ばてく 
ださい。 

14 

ドルビーデジタル、 DTS、AAC にサラ 
ウンド効果の信号び含まれていない。 


- 

サブウーファーから音 
が出ない、または非常 
にかさい音しか出ない。 

ソースに低音信号び含まれていない。 


- 

サブウーファーの音量レベルび最小ま 
で絞られている。 

U モコンのスピーカーレベル（ウーファー +) キー 
を巧してサブウーファーの音量を上げてください。 

14 
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故障かな？とちったら 


おが 

原因 

解 ミ 夫方法 

参照 

ぺージ 

ドルビーデジタル信号 
のソースを入力し、 

□□ Di 呂 ital モードを選巧 
しているのに、セン 
タースピーカーとサラ 
ウンドスピーカーか 5 
音がでない。 

ドルビーデジタル信号にチヤンネル)の 
ソースを入力している。 

入カソースび已 . 1 チヤンネルに対応している場合 
は、再生機器側で已 .] チヤンネルを選択してくだ 
さい。（入カ ソースび 已 .1 チヤンネルに対応してい 
ない場合は、 □□ド「〇1_〇邑忙11ムービー/ミュー 
ジックモードでサラウンド音声をお楽しみいただ 
けます。） 

16 

ドルビーデジタルまた 
は DTS の再生びでさな 
し、。（本機の DTS または 
□□ Di 居 ital モードインジ 
ケーターが点灯しない。 

接続した DVD プレーヤーなどび下記の 
設定にされてない。 

- r デジタル出力」かつ r ドルビーデジタ 
ルまたは DTS」 

•「出力:デジタル」かつ「信号の種類：ド 
ルビーデジタルまたは DTS」 

お使いの DVD プレーヤーなどの取扳説明書をご覧 
になり、正しく設定してください。 


アンプ ユニッ トとプレーヤーびデジタ 
ル接続されていない。 

アンプ ユニッ トとプレーヤーのデジタル端子どう 
しを接続してください。 

9 

A ム音び出る。 

アナ□グ入力端デの接続び不完全。 

アナ□グ入力端デの接続を確認してください。 

9 

音が重む。 

入力信号のレベルび高すぎる。 

接続機器側の出カレベルを下げてください。 

- 

ノイズび気になる。 

入力信号のレベルび低すぎる。 

接続機器側の出カレベルを上げてください。 

- 

接続び不良または不完全。 

接続をやり直して < ださい。 

扫〜]0 

アンプユニットび正常 
に作動しない。 

内部マイコンびが部電気ショック(落雷 
または過度の静電気)、または電源電圧 
の低でによってフ U- ズしている。 

コンセントから電源プラグを抜を、約30砂後にち 
ラー度差し込んで < ださい。 

— 

デジタル機器や高周液 
機器から雑音が出る。 

アンプ ユニッ トびデジタル機器または 
高周波機器に接近しすぎている。 

アンプ ユニッ トをそれらの機器から離して設置し 
てください。 

- 


■ U モコン 


症が 

原因 

解 ミ 夫方法 

参照 

ぺージ 

リモコンで操作でさな 
い。 

U モコン操作範囲からがれている。 

アンプユニットの U モコン受光窓から巨 m 政内、 

角度30°政内の範囲で操作してください。 

4 


アンプュニットの U モコン受光窓に直 
射曰光や照明(インノ くーター堂光好な 
ど)び当たっている。 

照明、または本体の向をを変えて<ださい。 

- 


電池び消耗している。 

電池を交換してください。 

1 . 先のとびったピンをリモコン背面中央のルさい 
巧に差し込み、電池ケースを引を出します。 

2. U チウム電池を入れ換えます。 

3. 電池ケースを戻します。 




モの >ザィ- 1® を上側に 





觀 

参 



そ 

の 

他 

の 

情 

報 
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用語解説 


AAC (アドバンストオーディオコーディング） 

MPEG -2 オーディオ規格の1つで、日 S / 地上波デジタル放 
送で採用されています。モノラル音青か5最大で7チャン 
ネル音声までを効率良く圧縮して記録、伝送でをます。 

本機は AAC デコーダーを搭載しているので、巨 S / 地上波 
デジタルチューナーで受信した番組の日.1チャンネル音声 
を楽しむことびできます。 

デジタル シアター システム 

DTS (Digital Theater Systems ) 

多くの映画館で採巧されている最大日.]チャンネルのサラ 
ウンドシステムです。チヤンネル間のセパレーシヨンも良 
く情報量ち多いので、リアルな音響効果び得5れます。 


LFE (□—フリケンシーエフェクト ）0.1 チヤン 
ネル 

音青成分の帯域び2日〜1 20 HZ の、お音域専用チャンネル 
です。ドルビーデジタルと DTS 、 AAC で、全帯域用の己チヤ 
ンネルに加えて、効果的な場面で低音を増強するために使 
用されます。音声の帯域び低域のみに制限されているので、 
日.1と表現されます。 


PCM 

圧縮せずにデジタル信号に置さ換え5れた信号です 。 CD 
では、 44.1 kHz /1 日 bit で記録されてし、るのに対し 、 DVD 
では 48 kHz / 1日 b け〜1目 2 l < Hz /24 bit で記録されているの 
で、 CD よ0ち高音質で再生できます。 


エンコード/デコード 

信号や情報を加工、圧縮、デジタル化することをエンコー 
ドといいます。エンコードすることで、非常に多くの信号 
や情報量を一枚の CD や DVD などに収録することびでをま 
す。 

エンコードされた信号はそのままでは音として聞くことび 
でさません。これをちとの信号に戻すことをデコードとい 
し、、音として聞くことびでさます。この装置びデコーダー 
で、本機はドルビーデジタル、ドルビープ□□ジック11、 
DTS 、 AAC の各デコーダーを装備しています。 


日 

曰场 

音は発生源か5直接人間の耳に届<だけでなく、壁や天井 
に反射してやや遅れて到達したり（颗]期反射音)、複雑に反 
射を繰り返しなび5消えていったりします(楼部残響音)。 
こラしたさまざまな音を聴くことで、人間はその場所の広 
さや形状を知覚することびでさます。このよラな建物など 
び持つ固有の音響空間を音場と呼びます。 


サイレントシネマ 

へッドホンでマルチスピーカーによる音場プ□グラムを擬 
似的に再現するための、ヤマ八独自のシステムです。自然 
で立体感あふれる音場プ□グラムをへッドホンでをお楽し 
みいただけまず。 


シネマ DSP 

ドルビーサラウンドや DTS のシステムは、本来映画館用に 
設計されているため、ご家庭では部屋の広さや壁の材質、 
スピーカーの数などの条件の違いによって、同じソフトで 
あっても視聴感に差び出てしまいます。 

ヤマ八シネマ DSP は、豊冨な実測データに基づく独自の音 
場技術を応用することで、ドルビープ□□ジックやドル 
ビーデジタル、 DTS のシステムと組み合わせて音のスケー 
ルや奧行を、音量感を補い、ご家庭でわ映画館のよラな視 
聴体顧を実現します。 


ドルビーサラウンド 

映画館や劇場では、観客席を取り囲む多<のスピーカーに 
よって、シーンに含わせて前後左ちに移動する効果音、体 
全体を包み込むような立体サウンドび楽しめます。こラし 
た臨場感を実現するのびドルビープ□□ジックでデコード 
するドルビーサラウンド入力です。本来、ドルビーサラウ 
ンド方式は、左ちフ□ント （2 チヤンネル）+センター (1 
チヤンネ>1レ）十サラウンド （ 1チヤンネル)の含計4チヤンネ 
ル構成ですび、家庭向けの放送方ディアやビデオでわ楽し 
めるよラ、ステレオ (2 チヤンネル)との互換性び保たれ、ス 
テレオ再生び可能なご家庭の AV システムで手軽に楽しめ 
ることび大きな特長となっています。 


ドルビーデジタル 

ドルビーデジタルは、完全に独立したマルチチャンネル音 
声を再生できるデジタルサラウンドシステムでず。全帯域 
の音青成分を持つフ□ントの3チャンネル（メイン L / R 、 
センター）と、サラウンドのステレオ2チャンネル、低音域 
専用の LFE チャンネルの合計日.]チャンネルで構成されま 
す。 

サラウンドびステレオ2チャンネルで 1 R 録されているため、 
音の移動感、木々のざわめさや波の音などの繊細な環境音 
わ明確に再現でさます。 


ドルビープ□□ジック II 

2チャンネルで記録された音声を信号処理し、優れた分離 
感を保ったまま日.1チャンネル音青に変換します。映画用 
のムービーモードと、音楽などのステレオソース用の 
ミュージックモードび用意されています。従来の2チャン 
ネル音声(モノラル音声を除く）だけで記録されたちい映画 
も、日.1チヤンネルの迫力ある音声で楽しめます。 
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まな仕様 


アンプユニット 

定格出力 

フ□ント/センター/サラウンド:目 W (1 kHz .40 J 日 o / oTHD ) 
サブウー ファー : 1 8 W (1 0日 Hz ，4 n 、] 〇〇 / oTHD ) 

入力感度 . 2日日 mV 

へッドホン出力/インピーダンス . 

. 4已日 mV /3 日 0(1 kHz , 2日日 mV ) 

再生周波数 . 4日 Hz -20 kHz 

寸法(幅） x( 高さ） x( 奥行を） ....... 102 X2 目日 XI 曰日 mm 

質量 . 1 .Sk 呂 

消費電力 .40 W 

待機時消費電力 . 約日. 8 W 

フ□ント/センター/サラウンドスピーカー 


型名 


フルレンジ、密閉型 


型式 . 日 cm コーン、防磁型 

インピーダンス . 40 

寸法(幅） X (高さ） X (奥巧を） ... 


質量. 


.7 曰 mmx 目 ] mmxl 1 0mm 
.0.4 k 呂 


サブウーファー 

型名 . ヤマ八•アクティブサーボ•テクノ n ジー方式 

型式 . 13cm コーン、防磁型 

インピーダンス.. ... 40 

寸法(幅） X (高さ） X (契行さ） . 

.220mm X 239mm X 220mm 

質量 . 3.41 <复 

ホ仕様およびが観は改良のため予告な<変更することがあ 
ります。 


本機はし1に C 日1日日日-3-2」適合品です。 

JIS C 目1日日日- 3-2 適含品とは、日本工業規格「電磁両 
立性-第 3-2 部:限度値一高調波電流発生限度値 （1 相当 
あたりの入力電流び SOAUTF の機器)」に基づさ、商巧 
電力系統の高調波環境目標レベルに適含して設計•製造 
した製品です。 


音楽を楽しむエチケッ 


I ^のェチケット 


楽しい音楽ち時と場所によっては大変気になるものです。隣近所への配慮を充分にしましょラ。静かな夜 
間には小さな音でちよく通0、特に低音は床や壁などを伝わりやすく、思わ说ところに迷惑をかけてしま 
います。適当な音量をむびけ、窓を閉めた0、ヘッドホンをご使用になるのわ一つの方法です。音楽はみ 
んなで楽しむちの、お互いにむを配0快適な生活環境を守りましょラ。 


その他の情報 
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ヤ 7 八ホットラインサービスネットワーク 

ヤマノ Vホットラインサービスネットワークは、本機を末永く、まむしてご愛用いただくためのものです。 
サービスのご依頼、お問いをわせは、お買い上げ店、またはお近くのサービス拠点にご連絡ください。 


ヤマ八 AV 製品の機能や巧0巧いに関するおいちわだ 

■ ヤマ八オーディオ&ビジュアルホームページ 

お客様か日寄せ5れるよくあるご質問をまとめておりますので、ご参考 
にしてください。 

http://www.yamaha.co.jp/audio/ 

■ AV お客様ご相談センター 

(全国兵適） 国. 0570-01-1808 

全国どこか5でも市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS、IP 電話か6は下記番号におかけください。 

TEL (053)460-3409 

FAX (0 己 3) 4巨 0-34 已9 
干 430-86 已〇静岡県おお市中区中お的1 0-1 

受付曰：月〜±曜曰（祝曰およびセンターの休業曰を除く） 

受付時間；]日:00〜12:00、1 3:00-1 8:00 


ヤマ八 A V製品の修理、ヴービスパーツに関するおい合わせ 

■ ヤマハ電気音響製品修理受付センター 

(を国其涯） ^ 0570-01-2808 

全国どこか6でも市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS、IP 電話からは下記番号におかけください。 

TEL (053)460-4830 

FAX (053)463-1 127 

受付曰：月〜±曜日（祝日およびセンターの休業日を除く） 

受付時間：月〜金曜日日:00〜1日:0日±曜日目:日日〜17:3日 

修理お持ち込みな口 

受付日：月〜金曜日（祝日および弊社のが業日を除く） 

受付時間：目:日日〜17:4日 

化海道 干064 -8 日43札幌巿中央区南1〇条西1 T 目1 -50 
ヤマ A センター内 
FAX (011) 已 12-610 目 

首都圏 干 143-0006 東京都大田区平和島 2T 目1-] 

京おトラックターミナル内14号棟 A- 己 F 
FAX (03) 己7巨 2-21 吕己 

尉公 干43己-日日16お松市東厨[]剛：[2日日 
ヤマ A (株)和田工場内 
FAX (053)4 巨 2-9244 

名ち屋 干4己 4-0058 名古屋巿中 j II区玉 j II町 2T 目 1-2 
ヤマ八(株)名古屋倉庫 3F 
FAX (0 己 2)6 曰 2-0043 

大阪 〒己巨 4-00 己2吹田市広芝町1日-3召 
才ーク江坂ビルディング 2F 
FAX (06)633 日-己己35 

九州 干81 2-8 日08福岡市博を区博多駅前 2T 目11 -4 
FAX (092)472-2137 


* 名称、住所、電話番号、 URL などは変更になる場合びあ D ます。 


♦ 保証期間 

お買い上げ曰か引年間でず。 

♦ 保証期間中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。詳しくは保証 
書をご覧ください。 

♦ 保 iE 期間が過ざているとを 

修理によって製品の機能び維持できる場をにはご要望により有料にて 
修理いたします。 

• 修理料金の仕組み 

巧術料 故障した製品を正常に修復するたゆの料金です。 

技術者の人件費、技術敦育費、測定機器等設備費、 

一般管理費等び含まれています。 

部品げ 修理に使用した部品代金でず。その他修理に付帯する 

部材等を含む攝昔をありまず。 

出張料 製品のある場所へ技術者を派遣する場をの費用でず。 

別途、駐車料金をいただく場合びあります。 

♦ 補修用性能部品の最恆保有期間 

補修用性能部品の最低保有期間は、製造打ち切り後8年です。補修用 
性能部品とは、その製品の機能を維持ずるために必要な部品です。 

♦ 製品の状態は詳しく 

サービスをご依頼されるとをは製品のが態をできるだけ詳しくお知らせ 
ください。また製品の品番、製造番号などちあわせてお知らせください。 
《品番、製造番号は製品の背面をしくは底面に表おしてありまず。 

♦ スピーカーの 修理 

スピーカーの修理巧能範囲はスピーカーユニットなど振動系と電気部 
品です。尚、修理はスピーカーユニット交換となりますので、エージン 
グの差による音色の違いが出る場をがありまず。 

参摩耗部品の交換について 

本機には使用年月ととをに性能び劈化する摩耗部品(下記参照)び使 
巧されていまず。摩耗部品の劣化の進行度合は使用環境や使用時間 
等によって大きく異なります。 

本機を末おく安定してご愛用いただくためには、定期的に摩耗部品を 
交換されることをおすずめしまず。 

摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマ A 電気音響製品修 
理受付センターへご相談<ださい。 



摩詩部品の一例 

ボリュームコント□—ル、スイッチ-リレー類、接続端デ、ランスベルト、 

ピンチ□ーラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 


《このページは、安全にご使用いただ<ために A V 製品全般について記載して 
お0ます。 

7来年ごほ用の製品の点巧を！ 


こんな症がはありませんか？ 

i J • 電源コード-フラグが異常に熱い。 

\ゾ • ]ゲくさい臭いびずる。 

、バ • 電源コードに深いキズか変おびある。 

愛情点検 ♦ 製品に触れるとピ U ピ U と電気を感じる。 

• 電源を入れてち正常に作動しない。 

♦ その化の異常•故障びある。 



ずぐに使用を中止してください。 

き故防止のため電源フラグをコンセントから抜き、 

必ず販売店に点検をご依頼<ださい。 

なお、点検•修理こ要する費用は販売店にご相談ください。 


卜7 八株式含社 

干43日-86已日お松市中区中ミ尺町1日-1 
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